
編
集
室

○○○○○○○○

　

秋
か
ら
冬
へ
。
多
摩
動
物
公
園
も
そ
ろ

そ
ろ
「
冬
の
景
色
」
に
な
り
ま
す
が
、
秋

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
学
生
記
者
た
ち
が
１

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
み
ん
な
も
行
っ
て

ご
ら
ん
よ
、
と
い
う
案
内
役
も
兼
ね
て
。  

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
イ
モ
洗
い
行
動
が
幸
島

（
宮
崎
）
の
サ
ル
か
ら
始
ま
っ
た
の
は
よ

く
知
ら
れ
ま
す
。
英
・
科
学
者
ラ
イ
ア
ル
・

ワ
ト
ソ
ン
『
生
命
潮
流
』
の
な
か
に
、

　

《
百
匹
目
の
サ
ル
》

　

と
い
う
興
味
深
い
タ
ー
ム
が
で
て
き
ま

す
。
幸
島
の
サ
ル
が
１
０
０
匹
い
た
と
し

て
、
若
い
１
匹
が
お
ず
お
ず
と
始
め
た
イ

モ
洗
い
を
他
も
ま
ね
る
よ
う
に
な
っ
て
、

「
百
匹
目
」
が
同
じ
行
動
を
と
っ
た
と
き
、

幸
島
だ
け
で
な
く
、
高
崎
山
な
ど
他
地
域

の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
も
イ
モ
洗
い
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
す
。
サ
ル
の
研

究
者
か
ら
は
異
論
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

あ
る
臨
界
点
を
超
え
る
と
、「
量
が
質
に
」

転
化
す
る
。
そ
こ
で
お
き
る
共
時
的
文
化

現
象―

―

「
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
ー
」
な

ど
の
解
釈
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、中
央
大
学
の「
百
匹
目
の
サ
ル
」

は
？　

変
化
の
時
代
に
、
ど
ん
な
新
し
い

風
が
吹
く
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
る
の
は
楽

し
い
こ
と
で
す
。
期
待
も
し
な
が
ら
。

  

な
お
、「
講
義
の
風
景
」
は
今
号
休
載

し
ま
す
。 

（
広
報
課　

田
中
紘
太
郎
）
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俗悪な文体と心
　いつ頃か、それが郵便局の民営化に異常なこ

だわりを見せる総理が誕生した頃だったか、あ

るいは東京の首長が品位を欠く口調で人を恫喝

するようになってからか定かではない。ともか

く、この二人の為政者が登場して以来、キャン

パスの雰囲気は気忙しく、直線的な思考で支配

され、若者の心も性急になったような気がして

ならない。学問の府が政治に左右されるはずが

ない、という反論もあろう。社会全体が右傾化

していると危惧する人もいる。だが政治はあく

までも表層的な現象に過ぎない。そうではなく

て、俗悪な文体を真似ているうちに、人間関係

や考え方までが俗悪になってしまったのではな

かろうか。

　たとえば教室で差別について話す。プッと

いう冷笑とともに鼻白む空気が満ち溢れ、「ウ

ゼー」、「ダリー」の声ですべてが終わる。あた

かも「ババア」と罵って、他人の話を聞く耳を

持たない小説家のごとくである。レポートには

「食った」、「暑かった」の文字列が踊る。「ぶっ

壊す」、「感動した」と言って突如会見を打ち切

り、靖国を強行するスタイルが学生にまで伝染

したのだろうか。言葉が貧すれば精神までが鈍

するのである。

　大学はプラクティカルな技術を伝授する程度

には用を為せばいいという議論もある。しかし、

かつて「知」というタームが流行語となってキャ

ンパスを鮮やかに彩り、私たちは饒舌に、そし

て真剣に語り合ったはずである。更にその十年

前には、神谷美恵子の『こころの旅』がベスト

セラーになった、のどかな時代がある。あれは

何だったのか。大学の復権を願うには、ボキャ

ブラリの再構築が必要だと考えるのは私だけで

はあるまい。

広報委員　福井千春（経済学部教授）
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